
 

学校名　三原市立第三中学校

改善方策

  10   月     2  月

ｈ
達成値

ｈ
達成値

イ ロ ハ

・選択肢と自己決定の場（月1回
以上）
・授業交流週間の実施
・教育研究推進に係る校内研修
実施

８０％

３回
６回

１００％

２回
３回

１００％

３回
６回

１２５％

１００％
１００％

A

A
A

・学校生活の様々な場面で生徒自身が主体的に
活動できるよう、授業や学校行事、部活動等の
取り組みを行った。
・全体、教科毎、学年毎の授業研究会は計画通
り実施している。指導案作成、事前事後協議を
通じて、授業改善に取り組んでいる。
・教育研究推進について、教育研究部を中心に
主体的・対話的・深い学びに係わる研修を計画
的に実施している。

・授業や学校行事等において、選択
肢と自己決定の場面を設定し、生徒
に充実感や達成感、自己肯定感を持
たせたい。
・授業交流等を通して、生徒実態や
学力課題を共有し、授業改善を図る。
・主体的・対話的・深い学びに迫る授
業研究を継続し授業改善に取り組ん
でいく。

○

生徒アンケート
①「授業がよくわかる」
の質問に対する肯定的評価
②「Chromebookを使った学習は
よくわかる」
③デイリーライフ記入（５行以上）

８０％

８５％

９０％

８５％

８９％

８９％

８５％

９０％

８４％

１０６％

１０６％

９３％

A

A

B

・第三中「授業づくり徹底５項目、パブリックス
ピーキング、振り返りの充実」について、全ての
授業で実施することができている。
・落ち着いて、授業に取り組む生徒の姿が多くみ
られるようになった。
・授業や学校行事、部活動、課題やレポート、ま
とめ、振り返り、宿題を出す等、家庭学習におい
てもchromebookを使用する場面が増えた。

・授業づくり徹底５項目、パブリックス
ピーキング、振り返りの充実について
全ての授業で継続する。
・単元構成を工夫したり、毎時間の振
り返りを行うことで、学習意欲の向
上、学習内容の理解に繋げていく。
・ICT支援員の授業支援、教員のICT
研修参加によりICT活用方法の幅を
広げ、授業改善に繋げる。
・教員間や市の授業交流サイト等で
chromebookの活用方法を共有化す
る。

○

・生徒アンケートにおいて
　「学校が楽しい」
　「友達と話し合い，
　　考えを広めていける」

・「学校生活のきまり」の見直しに
係る生徒等を含めた協議

９０％
８５％

１回

９２％
８３％

０回

９２％
８５％

４回

１０２％
１００％

４００％

A
A

A

・学校行事において、縦割り集団による学校行事
を進めることで、異年齢交流を行い、ピア・サ
ポート活動の充実に努めた。
・三中スタンダードの徹底が図れるよう、学期に1
回の身なり点検を行い、決まりの確認や三中ス
タンダードについての啓発を行った。
・生徒会執行部が中心となり、学校生活における
具体的課題について検討を進めている。
・「学校生活のきまり」を見直すため、生徒アン
ケートの実施・集計・生徒会執行部での協議を
行った。

・生徒が自ら立案できる「三中チャレ
ンジカップ」を企画させる。
・生徒の取組に目的や意義を持たせ
ることで、成果の肯定的評価を継続
する。
・三中スタンダードの徹底を図るた
め、生徒会からの啓発活動を計画、
実施する。
・生徒会執行部の新旧交代時に、活
動の理念や方針を継続し、自分達の
主体的行動で学校生活を改善・発展
させる。

○

・ピア・サポート活動について、実践と研究が生
徒の活躍の場面を増やし、心の成長に繋がっ
ているのだと思います。
・学習発表会等の学校行事で、生徒が主体的
に活動する場面が多くありました。
・生徒の様子から男女間での仲の良さを感じま
した。生徒にとっても良い空気感だと思いまし
た。
・進路実現に向けてを意識した「学校生活のき
まり」を見直すための協議を継続して下さい。

・不登校生徒支援会議の開催
・不登校等児童生徒支援Ｃｏによ
る校区内小中連携

毎週

月1回

毎週実施

月1回
実施

毎週実施

月1回
実施

１００％

１００％

A

A

・不登校等生徒が増加傾向であり、不登校の要
因が多岐にわたっている。
・個別の支援について担任、学年を中心に検討
し、不登校等生徒支援会議において再協議する
ことで支援方法の具体化を図った。
・SSRやふれあい教室等関係機関との連携によ
り、生徒個々の実態に則した生徒の居場所づく
り、生徒・保護者支援に努めた。
・支援Coによる毎月の校区内小学校訪問におい
て、支援が必要な児童の情報共有を行い、中学
校での支援に繋げた。

・毎週の不登校等生徒支援会議、月
１回の教育相談委員会を実施し、情
報共有と支援の具体化を継続する。
・個別の支援において、生徒、保護者
の想いに寄り添う支援を行う。
・SSRやふれあい教室等で心の安定
と個の成長に繋がる環境を整備し、
個に応じた居場所づくりを進める。
・支援Coによる校区内小学校訪問を
継続し、小中間、教員間での児童理
解の情報共有を行う。

○

・不登校等生徒の増加が心配され、原因につ
いても多岐にわたっていると思います。個別の
支援を継続して下さい。
・SSRや三原ふれあい教室等の生徒の居場所
づくり、生徒、保護者への支援、関係機関との
連携を継続して下さい。
・特別支援学級在籍生徒の割合が増えてきて
います。実態把握と支援Coによる小中連携を
定期的に進めてください。

信
頼
さ
れ
る
学
校

○開かれた学校
づくりと教職員の
資質向上

○教育活動の積
極的な情報発信

〇法令を遵守し
た教育活動

・ホームページの更新
・すぐーるによる発信

・計画的な服務研修の実施

月１回
月３回

月１回

月１回
月３回
以上
5/6回

月１回
月３回
以上

10/10回

１００％
１００％

１００％

A
A

A

・毎月HPに、学校だよりを定期掲載した。
・学校だより、学年通信、行事案内、進路、学
級、部活動等の連絡や案内をすぐーる配信で
行った。
・定期的服務研修実施は実施できていないが、
定期試験週間や長期休業中に実施した。

・引き続き、学校だより等で行事予
定・生徒の活動の様子をＨＰに掲載
する。
・メール配信【すぐーる】による学校だ
より等の情報発信を継続する。
・不祥事防止に向けて行事等の日程
を考慮し計画的に服務研修を実施す
る。

○

・コミュニティースクールの実施に向けて、定期
的情報発信や地域との繋がりを進めてくださ
い。
・デジタルでの情報発信が業務改善にも繋がる
と思います。見直しを進めてください。
・継続的な服務研修実施をお願いします。

働
き
方
改
革

〇教育の質を高
めるための環境
づくり

○「指針」に基づ
いた学校の取組
を推進

・超過勤務月60時間以内

・新たな業務改善

８０％

学期１回

７０％

学期１回
以上実施

６９％

学期１回
以上実施

８６％

１００％

B

A

・超過勤務60時間以内を目標に掲げ、毎週水曜
日の定時退校の呼びかけを積極的に行うととも
に、超過勤務の状況を職員で共有し業務の分担
等を見直しを行った。
・運動会、学習発表会等の行事実施内容につい
て再検討を行い、プログラム等の精選を行った。

・毎週水曜日の定時退校日の実施を
継続し、各分掌、学年、教科等の業
務分担を行い、計画的業務遂行に努
める。
・働き方改革推進に向けて、計画的
に業務を進められるよう、実施した行
事の成果と課題を明確にし、次回行
事に反映させる。

○

・来年度に向けて、定時退校日の実施や超過
勤務の減少について改善をお願いします。
・学校行事の実施内容について、先生方だけで
なく生徒と共に検討を行うことも働き方改革に
繋がると思います。

〇定時退校日の完全実施
〇組織的・計画的な学校運営による
効率化
〇生徒に向き合う時間の確保

豊
か
な
心
・
健
や
か
な
体

○積極的な生徒
指導の充実

◎生徒指導提要
に基づいた実践

○ピア・サポート
による親和性の
高い集団づくり

〇不登校の未然
防止に向けた取
組

○自主的・自立的な生徒会活動の推
進
　・縦割り集団によるピア・サポート活
動の充実
　・生徒が主体となる学校行事（三中
チャレンジカップ等）
　・「学校生活のきまり」を改善する
等，主権者教育の促進
○三中スタンダードの徹底及び質の
向上
　・挨拶，返事，言葉遣い，無言掃除

○不登校SSR推進校の取組
　・実施要項に基づいた組織的な実
践
　・安心，安全な居場所づくり
　・小中連携の充実
　・関係機関との協働的な連携実施

○便りやHPを活用した学校教育の発
信
○すぐーるの積極的活用

○服務研修の充実（人材育成に資す
る計画的な研修の実施）

ｊ
評価

ｋ
結果と課題の分析

n
改善方策

l   評 価 m
コメント

確
か
な
学
力

◎主体的・対話
的・深い学びの
創造

○豊かな表現力
と協働性の育成

○個別最適な学
びに向けた授業
改善（選択肢と
自己決定）

○批評的思考力
や相手意識を
持った表現力
（パブリックス
ピーキング）向上

○選択肢と自己決定のある授業づく
り
○振り返りの充実（R80）
○学習者用端末の積極的活用

○第三中「授業づくり徹底５項目＋パ
ブリックスピーキング」の実施
○基礎学力を培う学力向上学習（Ｇ
Ｋ）

・年間を通して計画的に授業研究をされ、授業
改善が進んでいることが、授業の様子からわか
ります。
・生徒の発達段階に応じた授業づくりがされて
いました。
・授業での振り返りを大切にされることで、社会
でも重要である「まとめる力」が身につついてき
ているのではないでしょうか。
・コミュニケーション力向上にむけて、授業や学
校行事において、パブリックスピーキングを意
識されせるっ取組を継続して下さい。
・体力や運動能力の低下が心配されます。保
健体育の授業を中心に継続した取組をして下
さい。
・主体的・対話的・深い学びについて、教師が
行ったかだけでなく、生徒の振り返りやアン
ケート等の実態把握をふまえて研究を進めてく
ださい。

評価計画 自己評価 学校関係者評価

c　中期経営目標 ｄ　短期経営目標 ｅ　目標達成のための方策 ｆ　評価項目・指標
ｇ

目標値
ｉ

達成度

令和６年度　　学校評価表 （　中間 ・ 最終　） 校番（　　３　　）

ａ　学校教育目標
　仲間とともに輝け三中

～果敢に挑戦する生徒の育成～
ｂ　経営理念

ミッション・ビジョン

【ミッション】（自校の使命）
　　社会のために役立とうとする志を抱く生徒の育成
【ビジョン】（自校の将来像）
　　社会や世界の状況に対応し，よりよい社会を創るために挑戦する生徒が育つ学校

【ｊ：自己評価 評価】
Ａ：１００≦（目標達成） B：８０≦（ほぼ達成）＜１００
Ｃ：６０≦（もう少し）＜８０ Ｄ：（できていない）＜６０

【ｌ：学校関係者評価 評価】
イ：自己評価は適正である。 ロ：自己評価は適正でない。
ハ：分からない。

別紙様式１


